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新
川
登
亀
男
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
一
三
新
川
登
亀
男
教
授
　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
年
　
譜
一
九
四
七
年
一
〇
月
一
〇
日　
広
島
市
で
出
生
一
九
六
六
年　
三
月	
広
島
大
学
教
育
学
部
付
属
高
等
学
校
卒
業
一
九
六
七
年　
四
月	
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
Ⅰ
類
入
学
一
九
七
一
年　
三
月	
同
学
部
日
本
史
学
専
攻
卒
業
　
　
同　
　
　
四
月	
同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士
課
程
（
日
本
史
）
入
学
一
九
七
三
年　
三
月	
同
課
程
修
了
　
　
同　
　
　
四
月	
同
博
士
課
程
（
日
本
史
）
入
学
一
九
七
五
年　
三
月	
同
課
程
中
途
退
学
　
　
同　
　
　
四
月	
大
分
大
学
教
育
学
部
助
手
一
九
七
八
年　
四
月	
同
学
部
講
師
一
九
八
〇
年　
三
月	
同
学
部
退
職
史
観
第
一
七
八
冊
一
一
四
　
　
同　
　
　
四
月	
日
本
女
子
大
学
文
学
部
講
師
一
九
八
二
年　
四
月	
同
学
部
助
教
授
一
九
八
九
年　
三
月	
同
学
部
退
職
　
　
同　
　
　
四
月	
早
稲
田
大
学
文
学
部
助
教
授
一
九
九
二
年　
四
月	
同
学
部
教
授
一
九
九
九
年　
六
月	
博
士
（
文
学
）（
早
稲
田
大
学
）
授
与
二
〇
〇
四
年　
四
月	
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
（
文
学
部
日
本
史
コ
ー
ス
、
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
コ
ー
ス
修
士
・
博
士
後
期
課
程
担
当
）（
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
大
学
院
文
学
研
究
科
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
コ
ー
ス
博
士
後
期
課
程
担
当
）
二
〇
一
八
年　
三
月	
早
稲
田
大
学
定
年
退
職
主
要
著
作
目
録
著
書一
九
八
〇
年　
九
月	
『
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
四
年　
五
月	
『
日
本
古
代
文
化
史
の
構
想
』
名
著
刊
行
会
一
九
九
九
年　
六
月	
『
道
教
を
め
ぐ
る
攻
防
』
大
修
館
書
店
　
　
同　
　
　
七
月	
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
表
現
』
吉
川
弘
文
館
　
　
同　
　
　
九
月	
『
日
本
古
代
の
対
外
交
渉
と
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
二
年　
七
月	
『
漢
字
文
化
の
成
り
立
ち
と
展
開
』
山
川
出
版
社
二
〇
〇
七
年　
二
月	
『
聖
徳
太
子
の
歴
史
学
』
講
談
社
　
　
同　
　
　
九
月	
『
古
代
史
を
生
き
た
人
々
』
大
修
館
書
店
新
川
登
亀
男
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
一
五
編
著一
九
九
五
年
一
〇
月	
『
西
海
と
南
島
の
生
活
・
文
化
』
名
著
出
版
二
〇
一
三
年　
三
月	
『「
仏
教
」
文
明
の
東
方
移
動
―
百
済
弥
勒
寺
西
塔
の
舎
利
荘
厳
―
』
汲
古
書
院
二
〇
一
五
年　
三
月	
『
仏
教
文
明
と
世
俗
秩
序
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
　
三
月	
『
仏
教
文
明
の
転
回
と
表
現
』
勉
誠
出
版
二
〇
一
八
年　
一
月	
『
日
本
古
代
史
の
方
法
と
意
義
』
勉
誠
出
版
共
編
著
一
九
九
八
年　
九
月	
『
長
崎
県
の
歴
史
』（
瀬
野
精
一
郎
・
佐
伯
弘
次
・
五
野
井
隆
史
・
小
宮
木
代
良
共
編
）
山
川
出
版
社
二
〇
〇
三
年　
一
月	
『
美
濃
国
戸
籍
の
総
合
的
研
究
』（
早
川
万
年
共
編
）
東
京
堂
出
版
二
〇
〇
九
年　
三
月	
『
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
・
民
族
・
考
古
』（
高
橋
龍
三
郎
共
編
）
雄
山
閣
二
〇
一
一
年
一
〇
月	
『
史
料
と
し
て
の
「
日
本
書
紀
」
―
津
田
左
右
吉
を
読
み
な
お
す
―
』（
早
川
万
年
共
編
）
勉
誠
出
版
二
〇
一
二
年　
三
月	
『「
仏
教
」
文
明
の
受
容
と
君
主
権
の
構
築
』（
大
橋
一
章
共
編
）
勉
誠
出
版
二
〇
一
五
年　
九
月	
『
日
本
「
文
」
学
史
』
一
（
河
野
貴
美
子
・W
iebke	D
EN
ECK
E
・
陣
野
英
則
共
編
）
勉
誠
出
版
二
〇
一
七
年　
六
月	
『
日
本
「
文
」
学
史
』
二
（
河
野
貴
美
子
・W
iebke	D
EN
ECK
E
・
陣
野
英
則
・
谷
口
眞
子
・
宗
像
和
重
共
編
）
勉
誠
出
版
調
査
・
研
究
報
告
書
一
九
七
六
年　
三
月	
『
六
郷
満
山
関
係
文
化
財
総
合
調
査
概
要
―
記
録
古
文
書
編
―
』（
渡
辺
澄
夫
ほ
か
共
同
）
大
分
県
教
育
委
員
会
一
九
七
七
年　
三
月	
『
六
郷
満
山
関
係
文
化
財
総
合
調
査
概
要
（
二
）
―
記
録
古
文
書
編
―
』（
渡
辺
澄
夫
ほ
か
共
同
）
大
分
県
教
育
委
員
会
一
九
八
二
年　
三
月	
『
六
郷
満
山
関
係
文
化
財
総
合
調
査
概
要
（
三
）
―
記
録
古
文
書
編
―
』（
渡
辺
澄
夫
ほ
か
共
同
）
大
分
県
教
育
委
員
会
一
九
九
九
年　
三
月	
『
社
会
的
結
合
と
し
て
の
行
基
集
団
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』（
平
成
八
～
九
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｃ
２
）　
二
〇
一
三
年　
三
月	
『
古
代
に
お
け
る
南
西
ア
ジ
ア
文
化
と
ヤ
マ
ト
文
化
の
交
流
に
関
す
る
調
査
・
研
究
―
南
天
竺
波
羅
門
僧
正
菩
提
僊
那
史
観
第
一
七
八
冊
一
一
六
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
水
口
幹
記
・
鈴
木
正
信
ほ
か
日
本
古
代
史
研
究
室
共
同
）
早
稲
田
大
学
・
奈
良
県
連
携
事
業
二
〇
一
四
年　
三
月	
『
古
代
に
お
け
る
南
西
ア
ジ
ア
文
化
と
ヤ
マ
ト
文
化
の
交
流
に
関
す
る
調
査
・
研
究
（
総
集
編
）
―
南
天
竺
波
羅
門
僧
正
菩
提
僊
那
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
水
口
幹
記
・
鈴
木
正
信
ほ
か
日
本
古
代
史
研
究
室
共
同
）
早
稲
田
大
学
・
奈
良
県
連
携
事
業
二
〇
一
五
年　
三
月	
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅴ
『
古
今
目
録
抄
』
１
（
東
野
治
之
ほ
か
共
同
）
東
京
国
立
博
物
館
二
〇
一
六
年　
三
月	
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅵ
『
古
今
目
録
抄
』
２
（
東
野
治
之
ほ
か
共
同
）
東
京
国
立
博
物
館
二
〇
一
七
年　
三
月	
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅶ
『
古
今
目
録
抄
』
３
（
東
野
治
之
ほ
か
共
同
）
東
京
国
立
博
物
館
二
〇
一
八
年　
三
月	
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅷ
『
古
今
目
録
抄
』
４
（
東
野
治
之
ほ
か
共
同
）
東
京
国
立
博
物
館
自
治
体
史
編
纂
一
九
七
七
年　
四
月	
『
大
分
の
歴
史
』
⑵　
宇
佐
八
幡
と
石
仏
（
中
野
幡
能
ほ
か
共
同
）
大
分
合
同
新
聞
社
一
九
八
二
年　
三
月	
『
大
分
県
史
』
古
代
編
Ⅰ
（
中
野
幡
能
ほ
か
共
同
）
大
分
県
一
九
八
四
年　
三
月	
『
大
分
県
史
』
古
代
編
Ⅱ
（
西
別
府
元
日
ほ
か
共
同
）
大
分
県
高
等
学
校
教
科
書
二
〇
〇
四
年　
二
月	
『
新
日
本
史
Ｂ
』（
宮
地
正
人
ほ
か
共
同
）
桐
原
書
店
論
文一
九
七
四
年
一
二
月	
「
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
の
文
化
史
的
意
義
」『
南
都
仏
教
』
三
三
一
九
七
六
年
一
一
月	
「
古
代
国
家
の
成
立
と
筑
紫
大
宰
府
」『
大
分
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
人
文
社
会
五
の
一
一
九
七
七
年　
三
月	
「
大
野
川
流
域
と
古
代
国
家
」『
大
野
川
―
自
然
・
社
会
・
教
育
』
大
分
大
学
　
　
同　
　
一
二
月	
「
高
句
麗
の
仏
教
受
容
」『
大
分
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
人
文
社
会
五
の
二
一
九
七
八
年　
一
月	
「
修
多
羅
衆
論
」
竹
内
理
三
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
続
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
』
吉
川
弘
文
館
　
　
同　
　
　
三
月	
「
推
古
朝
末
年
の
仏
教
統
摂
制
」『
日
本
歴
史
』
三
五
八
新
川
登
亀
男
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
一
七
一
九
七
九
年　
六
月	
「
日
本
古
代
に
お
け
る
仏
教
と
道
教
（
上
）」『
東
洋
学
術
研
究
』
一
八
の
三
　
　
同　
　
一
一
月	
「
日
本
古
代
に
お
け
る
仏
教
と
道
教
（
下
）」『
東
洋
学
術
研
究
』
一
八
の
四
一
九
八
〇
年　
三
月	
「
湯
薬
恵
施
の
諸
問
題
」
竹
内
理
三
編
『
古
代
天
皇
制
と
社
会
構
造
』
校
倉
書
房
　
　
同　
　
　
三
月	
「
非
農
業
民
の
史
的
展
開
―
海
部
集
団
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
豊
後
水
道
域
―
自
然
・
社
会
・
教
育
』
大
分
大
学
一
九
八
一
年　
三
月	
「
奈
良
時
代
の
カ
モ
朝
臣
」『
日
本
女
子
大
学
紀
要
』
文
学
部
三
〇
　
　
同　
　
　
三
月	
「
八
幡
神
の
東
大
寺
大
仏
造
営
助
成
」『
大
分
県
地
方
史
』
一
〇
一
　
　
同　
　
　
六
月	
「
日
朝
に
み
ら
れ
る
『
禅
師
』
に
つ
い
て
」『
史
聚
』
一
四
・
一
五
合
併
　
　
同　
　
一
一
月	
「
豊
後
守
源
季
兼
論
」
渡
辺
澄
夫
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
九
州
中
世
社
会
の
研
究
』
第
一
法
規
出
版
　
　
同　
　
一
一
月	
「『
沙
門
』
論
―
持
統
紀
編
纂
の
意
識
―
」『
史
艸
』
二
二
一
九
八
二
年　
六
月	
「
道
教
の
中
世
的
展
開
―
役
小
角
と
黄
瀧
山
の
場
合
―
」『
月
刊
歴
史
教
育
』
三
九
　
　
同　
　
一
〇
月	
「『
日
本
書
紀
』
の
“
沙
門
”
記
事
編
纂
―
孝
徳
・
斉
明
・
天
智
紀
を
中
心
に
―
」『
日
本
歴
史
』
四
一
三
一
九
八
四
年　
九
月	
「『
辞
』
文
化
小
考
」
竹
内
理
三
先
生
喜
寿
記
念
会
編
『
律
令
制
と
古
代
社
会
』
東
京
堂
　
　
同　
　
一
一
月	
「
文
書
と
机
と
告
朔
儀
礼
―
そ
の
序
説
―
」『
史
艸
』
二
五
一
九
八
五
年　
三
月	
「
日
本
古
代
の
告
朔
儀
礼
と
対
外
的
契
機
」『
史
観
』
一
一
二
一
九
八
六
年　
三
月	
「
奈
良
時
代
の
道
教
と
仏
教
―
長
屋
王
の
世
界
観
―
」
速
水
侑
編
『
論
集
日
本
仏
教
史
』
２　
奈
良
時
代
編　
雄
山
閣
　
　
同　
　
　
七
月	
「
小
墾
田
宮
の
匍
匐
礼
」『
日
本
歴
史
』
四
五
八
一
九
八
七
年　
一
月	
「
古
代
の
文
書
」
雄
山
閣
出
版
編
『
古
代
史
研
究
の
最
前
線
』
　
　
同　
　
一
二
月	
「
法
隆
寺
幡
銘
管
見
」
田
村
圓
澄
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
東
ア
ジ
ア
と
日
本
』
宗
教
・
文
学
編　
吉
川
弘
文
館
　
　
同　
　
一
二
月	
	「
伎
楽
論
序
説
―
伎
楽
と
鎮
護
国
家
の
は
じ
ま
り
―
」『
日
本
仏
教
史
学
』
二
二
一
九
八
八
年　
六
月	
「
日
羅
間
の
調
〈
物
産
〉
の
意
味
」『
日
本
歴
史
』
四
八
一
（
の
ち
韓
国
語
訳
『
江
原
道
史
学
』
一
七
・
一
八
合
併　
二
〇
〇
二
年
二
月
）
史
観
第
一
七
八
冊
一
一
八
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
行
基
の
宗
教
活
動
」
櫻
井
徳
太
郎
編
『
日
本
宗
教
の
正
統
と
異
端
』
弘
文
堂
　
　
同　
　
一
二
月	
「
海
の
民
」
上
田
正
昭
編
『
住
吉
と
宗
像
の
神
』
筑
摩
書
房
一
九
八
九
年　
三
月	
「
伎
楽
伝
来
伝
承
―
伎
楽
戸
と
莵
田
郡
と
医
薬
―
」『
史
観
』
一
二
〇
一
九
九
〇
年　
一
月	
「
新
羅
の
調
と
別
献
物
（
一
）
―
天
武
八
年
の
い
わ
ゆ
る
進
調
に
よ
せ
て
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
五
　
　
同　
　
　
五
月	
「
新
羅
進
調
の
思
想
像
―
『
諸
珍
財
』
の
飛
鳥
寺
大
仏
献
納
―
」『
日
本
史
研
究
』
三
三
三
　
　
同　
　
　
九
月	
「
伎
楽
と
鎮
護
国
家
」『
大
系
日
本
歴
史
と
芸
能
』
２　
古
代
仏
教
の
荘
厳　
平
凡
社
一
九
九
一
年　
一
月	
「
四
神
旗
を
め
ぐ
る
思
想
像
」
下
出
積
與
編
『
講
座
神
道
』
一　
桜
楓
社
　
　
同　
　
一
一
月	
「
宗
像
と
宇
佐
」
平
野
博
之
ほ
か
編
『
新
版
古
代
の
日
本
』
３　
九
州
・
沖
縄　
角
川
書
店
一
九
九
二
年　
三
月	
「
新
羅
に
お
け
る
立
太
子
―
新
羅
の
調
と
別
献
物
（
二
）」
黛
弘
道
編
『
古
代
国
家
の
歴
史
と
伝
承
』
吉
川
弘
文
館
　
　
同　
　
　
三
月	
「
法
隆
寺
幡
銘
の
文
化
―
『
朔
』
と
『
月
生
』
を
中
心
に
―
」『
史
観
』
一
二
六
　
　
同　
　
　
九
月	
「
那
須
国
造
碑
と
仏
教
」『
日
本
歴
史
』
五
三
二
　
　
同　
　
一
二
月	
「
飛
鳥
寺
の
舎
利
と
宝
物
（
上
）」『
月
刊
百
科
』
三
六
二
一
九
九
三
年　
一
月	
「
飛
鳥
寺
の
舎
利
と
宝
物
（
下
）」『
月
刊
百
科
』
三
六
三
　
　
同　
　
　
五
月	
「
浄
土
信
仰
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
か
」
吉
岡
眞
之
ほ
か
編
『
新
視
点
３　
日
本
の
歴
史
』
古
代
編
Ⅱ　
新
人
物
往
来
社
　
　
同　
　
　
八
月	
「
入
唐
求
法
の
諸
様
相
―
義
湘
そ
し
て
円
仁
・
道
昭
―
」
下
出
積
與
編
『
日
本
古
代
の
人
と
文
化
』
高
科
書
店
一
九
九
四
年　
二
月	
「
東
西
史
部
の
文
化
―
楯
節
儛
と
大
祓
を
中
心
に
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
九
　
　
同　
　
　
四
月	
「
道
教
を
め
ぐ
る
攻
防
―
道
教
公
伝
と
古
代
日
本
―
」『
し
に
か
』
五
の
四
　
　
同　
　
　
七
月	
「
呪
わ
れ
た
天
文
書
『
摩
登
伽
経
』」『
し
に
か
』
五
の
七
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
修
多
羅
衆
論
」（
再
録
）
速
水
侑
編
『
論
集
奈
良
仏
教
』
１　
雄
山
閣
一
九
九
五
年　
三
月	
「
海
を
渡
っ
た
『
法
華
経
』
―
入
唐
（
隋
）
求
法
の
幻
想
―
」『
日
本
の
仏
教
』
２　
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
仏
教　
法
蔵
新
川
登
亀
男
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
一
九
館
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
豊
国
の
歴
史
と
文
化
」
前
掲
編
著
『
西
海
と
南
島
の
生
活
・
文
化
』
　
　
同　
　
一
一
月	
「
古
代
日
本
の
煉
丹
術
」『
し
に
か
』
六
の
一
一
一
九
九
六
年　
一
月	
「
七
草
粥
の
起
源
」『
し
に
か
』
七
の
一
一
九
九
七
年　
三
月	
「
日
本
古
代
に
お
け
る
仏
教
と
道
教
」（
再
録
）
野
口
鐵
郎
ほ
か
編
『
選
集
道
教
と
日
本
』
２　
古
代
文
化
の
展
開
と
道
教　
雄
山
閣
　
　
同　
　
　
九
月	
「『
別
当
ス
』
と
読
む
こ
と
」『
古
文
書
研
究
』
四
六
一
九
九
八
年　
一
月	
「
伎
楽
伝
来
・
伎
楽
演
出
」
諏
訪
春
雄
ほ
か
編
『
講
座
日
本
の
演
劇
』
２　
古
代
の
荘
厳　
勉
誠
社
　
　
同　
　
　
二
月	
「
神
亀
四
年
・
五
年
の
写
経
事
業
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
三
の
四
一
九
九
九
年　
七
月	
「
古
代
東
国
の
『
石
文
』
系
譜
論
序
説
―
東
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
―
」
あ
た
ら
し
い
古
代
史
の
会
編
『
東
国
石
文
の
古
代
史
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
〇
年　
六
月	
「
道
教
と
は
何
か
―
古
代
日
本
の
場
合
―
」『
歴
史
と
地
理
』
五
三
五
　
　
同　
　
　
九
月	
「『
天
皇
』
木
簡
を
考
え
る
」『
し
に
か
』
一
一
の
九
　
　
同　
　
　
九
月	
「『
天
皇
』
の
成
り
立
ち
」
高
麗
大
学
校
日
本
学
研
究
所
編
『
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
韓
日
文
化
』
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
日
本
古
代
の
『
方
広
経
』
受
容
前
史
」
平
井
俊
英
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
三
論
教
学
と
仏
教
諸
思
想
』
春
秋
社
二
〇
〇
一
年　
一
月	
「
日
本
古
代
史
学
の
『
実
験
』
課
題
」『
歴
史
評
論
』
六
〇
九
　
　
同　
　
　
九
月	
「
平
城
遷
都
と
法
隆
寺
の
道
―
天
平
十
九
年
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』
を
読
む
―
」
王
勇
ほ
か
編
『
奈
良
・
平
安
期
の
日
中
文
化
交
流
』
農
文
協
二
〇
〇
二
年　
三
月	
「
万
葉
集
の
な
か
の
道
教
」
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
叢
書
14
『
家
持
の
争
点
』
Ⅱ
二
〇
〇
三
年　
三
月	
「
戸
籍
が
語
る
七
〇
二
年
の
『
ミ
ノ
』
と
『
カ
モ
』」『
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
紀
要
』
二
　
　
同　
　
　
六
月	
「『
聖
徳
太
子
』
現
象
を
め
ぐ
っ
て
」『
歴
史
と
地
理
』
五
六
五
史
観
第
一
七
八
冊
一
二
〇
　
　
同　
　
　
八
月	
「
ア
ジ
ア
の
中
の
新
発
見
具
注
暦
」『
し
に
か
』
一
四
の
八
　
　
同　
　
一
二
月	
「
白
村
江
の
戦
い
と
古
代
の
東
ア
ジ
ア
」（
韓
国
語
）『
百
済
文
化
』
三
二
二
〇
〇
四
年　
一
月	
「『
イ
カ
ル
ガ
』
の
成
り
立
ち
と
漢
字
文
化
」
早
稲
田
大
学
古
代
文
学
比
較
文
学
研
究
所
編　
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
　
二
月	
「
津
田
左
右
吉
と
古
代
史
」
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
『
津
田
左
右
吉
―
そ
の
人
と
時
代
―
』
　
　
同　
　
　
三
月	
「
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
光
背
銘
の
性
格
」
田
中
隆
昭
編
『
日
本
古
代
文
学
と
東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
　
三
月	
「
終
末
期
古
墳
か
ら
見
た
対
馬
」
代
表
海
老
澤
衷
科
研
報
告
書
基
盤
研
究
Ｂ
２
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
水
田
形
成
お
よ
び
水
稲
文
化
の
研
究
』
　
　
同　
　
　
七
月	
「
聖
徳
太
子
―
そ
の
格
闘
と
創
造
―
」『
歴
史
評
論
』
六
五
一
（
の
ち
韓
国
語
訳
『
韓
日
関
係
史
研
究
』
二
三　
同
年
一
〇
月
）
　
　
同　
　
一
二
月	
「
白
村
江
の
戦
い
と
古
代
の
東
ア
ジ
ア
」（
韓
国
語
再
録
）『
百
済
文
化
研
究
所
叢
書
』
二
二
〇
〇
五
年　
三
月	
「
日
本
古
代
と
道
教
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
七
三
　
　
同　
　
　
三
月	
「
古
代
仏
教
と
水
稲
文
化
―
牛
を
め
ぐ
っ
て
―
」
早
稲
田
大
学
水
稲
文
化
研
究
所
編
『
講
座
水
稲
文
化
研
究
』
１　
古
代
・
中
世
仏
教
寺
院
の
水
田
開
発
と
水
稲
文
化
　
　
同　
　
一
〇
月	
「『
日
本
霊
異
記
』
の
牛
管
見
」
あ
た
ら
し
い
古
代
史
の
会
編
『
王
権
と
信
仰
の
古
代
史
』
吉
川
弘
文
館
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
造
像
銘
と
縁
起
」
平
川
南
ほ
か
編
『
文
字
の
古
代
史
』
４　
神
仏
と
文
字　
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
六
年　
三
月	
「
漢
字
受
容
に
み
る
日
本
列
島
の
地
域
文
化
」
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
地
域
文
化
エ
ン
ハ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
の
構
築
』
雄
山
閣
　
　
同　
　
　
三
月	
「
古
代
日
本
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
と
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
多
様
な
成
り
立
ち
」
立
教
大
学
東
ア
ジ
ア
地
域
環
境
問
題
研
究
所
編
『
古
代
文
字
史
料
の
中
心
性
と
周
縁
性
』
春
風
社
　
　
同　
　
　
五
月	
「
卜
と
占
」
吉
川
真
司
ほ
か
編
『
列
島
の
古
代
史
』
７　
信
仰
と
世
界
観　
岩
波
書
店
　
　
同　
　
　
八
月	
「『
行
基
年
譜
』
の
撰
者
考
」
速
水
侑
編
『
奈
良
・
平
安
仏
教
の
展
開
』
吉
川
弘
文
館
新
川
登
亀
男
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
二
一
　
　
同　
　
一
一
月	
「
列
島
日
本
の
社
会
編
制
と
大
陸
・
半
島
ア
ジ
ア
世
界
」
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
地
域
文
化
エ
ン
ハ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
の
発
展
』
雄
山
閣
二
〇
〇
七
年　
二
月	
「
仏
教
文
化
を
通
し
て
み
た
高
句
麗
と
倭
」（
韓
国
語
）
韓
日
関
係
史
学
会
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
高
句
麗
と
倭
』
韓
国
景
仁
文
化
社
　
　
同　
　
　
三
月	
「
終
末
期
古
墳
か
ら
見
た
対
馬
」
早
稲
田
大
学
水
稲
文
化
研
究
所
編
『
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
対
馬
』
雄
山
閣
　
　
同　
　
一
一
月	
「
遣
唐
使
に
な
っ
た
山
上
憶
良
」『
国
語
教
室
』
八
六
　
　
同　
　
一
一
月	
「
写
経
事
業
と
願
文
」『
聖
語
蔵
経
巻
第
三
期
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
』
丸
善
株
式
会
社
二
〇
〇
八
年　
八
月	
「
遣
唐
使
と
文
物
の
移
入
」
古
橋
信
孝
編
『「
万
葉
集
」
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
九
年　
三
月	
「
墓
誌
の
社
会
史
―
日
本
列
島
を
中
心
に
し
て
―
」
前
掲
共
編
著
『
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
・
民
族
・
考
古
』
　
　
同　
　
　
四
月	
「
聖
徳
太
子
信
仰
と
善
光
寺
信
仰
」
長
野
県
立
歴
史
館
編
『
善
光
寺
信
仰
―
流
転
と
遍
歴
の
勧
化
―
』
二
〇
一
〇
年　
三
月	
「『
飛
鳥
寺
』
表
記
の
出
現
と
『
飛
鳥
』
の
意
味
」『
古
代
文
学
』
四
九
　
　
同　
　
　
三
月	
「
古
代
朝
鮮
半
島
の
舎
利
と
舎
利
願
文
―
飛
鳥
寺
再
考
の
準
備
と
し
て
―
」
鈴
木
靖
民
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
と
王
権　
王
興
寺
か
ら
飛
鳥
寺
へ
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
　
三
月	
「
い
ま
日
本
古
代
史
と
は
何
か
―
『
お
ど
ろ
き
』
へ
の
喚
起
―
」『
人
民
の
歴
史
学
』
一
八
三
　
　
同　
　
　
三
月	
『
日
本
』
呼
称
と
遣
唐
使
」
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
付
属
人
文
社
会
科
学
大
学
東
洋
学
部
日
本
学
科
編
『
日
本
研
究
論
文
集
　
社
会
・
文
化
』
世
界
出
版
社
　
　
同　
　
　
五
月	
「
東
ア
ジ
ア
史
の
な
か
の
首
親
王
（
の
ち
聖
武
天
皇
）
元
服
」（
韓
国
語
）『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
韓
日
関
係
史
―
半
島
と
列
島
と
の
交
流
―
』
上　
Ｊ
Ｎ
Ｃ
出
版
社
　
　
同　
　
　
六
月	
「
文
字
の
伝
来
」
石
井
正
敏
ほ
か
編　
日
本
の
対
外
関
係
一
『
東
ア
ジ
ア
世
界
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
　
　
同　
　
　
八
月	
「
法
隆
寺
」
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
11　
日
本
１
『
日
本
仏
教
の
礎
』
佼
成
出
版
社
二
〇
一
一
年
一
〇
月	
「『
大
化
』『
白
雉
』『
朱
鳥
』
年
号
の
成
り
立
ち
」
前
掲
共
編
著
『
史
料
と
し
て
の
「
日
本
書
紀
」
―
津
田
左
右
吉
を
読
史
観
第
一
七
八
冊
一
二
二
み
な
お
す
―
』
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
記
紀
批
判
の
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
ほ
か　
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
早
稲
田
大
学
編
『
没
後
五
〇
年　
津
田
左
右
吉
展
』
二
〇
一
二
年　
三
月	
「『
サ
ニ
ハ
』
型
の
『
マ
ツ
リ
ゴ
ト
』
―
『
伊
予
国
風
土
記
』
逸
文
を
読
む
（
一
）
―
」
前
掲
共
編
著
『「
仏
教
」
文
明
の
受
容
と
君
主
権
の
構
築
』
　
　
同　
　
　
六
月	
「『
続
日
本
紀
』
編
纂
と
安
史
の
乱
―
年
号
制
定
記
事
を
中
心
に
し
て
―
」
河
野
貴
美
子
・
王
勇
編
『
東
ア
ジ
ア
の
漢
籍
遺
産　
奈
良
を
中
心
と
し
て
』
勉
誠
出
版
二
〇
一
三
年　
一
月	
「
思
託
撰
『
延
暦
僧
録
』
の
日
本
国
土
観
」『
日
本
思
想
文
化
研
究
』
六
の
一
　
　
同　
　
　
二
月	
「
日
常
生
活
の
な
か
の
病
と
死
」
三
宅
和
朗
編
『
環
境
の
古
代
史
』
２　
古
代
の
暮
ら
し
と
祈
り　
吉
川
弘
文
館
　
　
同　
　
　
三
月	
「『
仏
教
』
文
明
化
の
過
程
―
身
位
呼
称
表
記
を
中
心
に
し
て
―
」
前
掲
編
著
『「
仏
教
」
文
明
の
東
方
移
動
―
百
済
弥
勒
寺
西
塔
の
舎
利
荘
厳
―
』
　
　
同　
　
　
三
月	
「
日
本
古
代
の
文
字
文
明
」
河
野
貴
美
子
・W
iebke	D
EN
ECK
E
編
『
日
本
に
お
け
る
「
文
」
と
「
ブ
ン
ガ
ク
」』（
ア
ジ
ア
遊
学
一
六
二
）
　
　
同　
　
一
一
月	
「
鑑
真
弟
子
思
託
的
日
本
国
土
観
」（
中
国
語
）『
揚
州
大
学
学
報
』
人
文
社
会
科
学
一
七
の
六
　
　
同　
　
一
二
月	
「“
日
本
”
呼
称
与
遣
唐
使
」（
中
国
語
）『
国
際
漢
学
研
究
通
訊
』
第
八
期
北
京
大
学
二
〇
一
四
年　
五
月	
「『
梁
職
貢
図
』
と
『
梁
書
』
諸
夷
伝
の
上
表
文
―
仏
教
東
伝
の
準
備
的
考
察
―
」
鈴
木
靖
民
・
金
子
修
一
編
『
梁
職
貢
図
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
仏
教
を
め
ぐ
る
交
流
」
ほ
か　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
文
字
が
つ
な
ぐ　
古
代
の
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
』
二
〇
一
五
年　
三
月	
「
倭
の
入
隋
使
（
第
一
回
遣
隋
使
）
と
倭
王
の
呼
称
―
『
隋
書
』
倭
国
伝
を
読
み
直
す
―
」
前
掲
編
著
『
仏
教
文
明
と
世
俗
秩
序
』
　
　
同　
　
　
三
月	
「
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
光
背
銘
の
成
り
立
ち
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
九
四
新
川
登
亀
男
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
二
三
　
　
同　
　
　
九
月	
「『
文
』
と
非
『
文
』
の
世
界
」
前
掲
共
編
著
『
日
本
「
文
」
学
史
』
一
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
日
本
仏
教
以
前
の
仏
教
」『W
A
SED
A
	RILA
S	JO
U
RN
A
L
』
三
二
〇
一
六
年　
二
月	
「
漢
字
文
化
圏
の
成
立
―
日
本
列
島
の
立
ち
位
置
を
考
え
る
準
備
―
」
公
立
大
学
法
人
奈
良
県
立
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『EU
RO
―N
A
RA
SIA
	Q
』
三
　
　
同　
　
　
四
月	
「
橘
諸
兄　
『
臣
』
へ
の
道
」
佐
藤
信
編　
古
代
の
人
物
２
『
奈
良
の
都
』
清
文
堂
　
　
同　
　
　
八
月	
「
宇
陀
地
域
の
生
活
・
生
業
と
上
宮
王
家
―
莵
田
諸
石
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」
河
野
貴
美
子
・
王
勇
編
『
衝
突
と
融
合
の
東
ア
ジ
ア
文
化
』
（
ア
ジ
ア
遊
学
一
九
九
）
二
〇
一
七
年　
六
月	
「
文
明
（
文
字
・
こ
と
ば
・
思
想
）
の
移
動
―
『
天
』
観
念
を
手
掛
り
と
し
て
―
」
鈴
木
靖
民
・
金
子
修
一
・
田
中
史
生
・
李
成
市
編
『
日
本
古
代
交
流
史
入
門
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
一
一
月	
「
狩
谷
棭
斎
の
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
證
注
』」
早
稲
田
大
学
会
津
八
一
記
念
博
物
館
編
『
狩
谷
棭
斎　
学
業
と
そ
の
人
』
　
　
同　
　
一
二
月	
「
近
代
日
本
の
『
科
学
』
と
『
人
文
』
概
念
―
『
哲
・
史
・
文
』
と
の
関
係
―
」
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
編
『
第
九
回
東
ア
ジ
ア
人
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
文
学
の
復
興
』
二
〇
一
八
年　
一
月	
「
文
字
資
料
と
歴
史
の
関
係
性
を
問
う
序
説
―
上
宮
王
家
襲
撃
・
滅
亡
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―
」
前
掲
編
著
『
日
本
古
代
史
の
方
法
と
意
義
』
